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雨氷 

                                               キ－ワ－ド：雨氷、着氷現象、気象災害 

 

 春先の長野県では、時々雨氷が観察されます。長野県では１０年に一度くらいはお目にかかる事が

出来るのですが、さて雨氷とはいったいどのような現象でしょうか？  

 

雨氷とは 

過冷却状態の雨滴が樹木や電線、

建物等の地表の物体に付着して凍

結し、その物体が透明な氷で覆われ

る現象を、雨氷現象と言います。樹

木の枝や電線などに細いツララが

多数形成されるのが雨氷現象の特

徴です（写真１）。 

 

雨氷による森林被害 

雨氷現象は、県内では中信・東信

地区での発生が多く、全国的にみて

も長野県での発生例が多くなって

います。鉄道の架線や電線に着氷す

ると、氷の重みで架線や電線が断線

してしまい、停電したり鉄道が運行

停止するなどの被害発生要因とな

ります。雨氷が、樹木に着氷すると

折損、倒伏等の原因となり、樹種を

問わず大きな被害となることがあ

ります。近年では、平成10年１月に

下伊那を中心とした伊那谷や木曽

谷で、同年４月に中信から東信にか
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写真１ イチイの枝葉に発達した雨氷 

 
図１ 枝重量と雨氷重量の関係 
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けての広い範囲で大きな被害が発生しました。平成10年４月の雨氷発生時に、着氷した立木の枝を採

取して雨氷の重量を測定しました。その結果、付着した氷の厚さが3mm程度では、氷の重さが枝の重量

の５～７倍になり、雨氷の厚さが5mmなら3mmの場合の倍、10mmなら６倍になると推定されました（図

１）。 

 

雨氷発生のメカニズム 

 雨氷発生のメカニズムを理解する上で、大切なことが過冷却です。 

過冷却とは、水が０℃以下になっても凍らない状態を言います。普通、大気の温度は地表から上に行

くほど下がりますが、上空に０℃以上の暖かい空気の層（逆転層）が存在し、地表付近の気温が０℃以

下、という特異な気象条件の時に、雨滴が地表付近の冷たい空気の層で冷やされて過冷却状態となりま

す。過冷却の雨滴が地表に到達し、枝葉や電線などに付着しますが、その付着した物体が０℃以下であ

れば、雨滴が凍って雨氷が生じると言われています（図２）。 
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図２ 雨氷発生のメカニズム 


